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優しく強い子に！ 鹿島アジア初制覇！！
タイトル２０冠達成に学ぶ

11月 10日(土)，敵地でのＡＣＬ決勝第 2戦を 0－ 0
でしのいだ鹿島がＡＣＬ初制覇を成し遂げました。
「何ものにも代えられない嬉しさは，また味わいたく
なるもの。休みたいと思う選手は鹿島にはいない」
とは，鹿島の精神的支柱である小笠原選手の言葉です。
勝つことによって，さらにモチベーションが上がり，

より高い目標をめざすのです。
子どもならなおさらです。じゃんけんでも勝ちたい

のが子どもです。
子どもたちが何をしたいか，どうしたいのかの：

http://www.minamih.net/ ｗｉｌｌを大切にしながら，何ができるか：ｃａ
１８・１１・１７（土）ｎ，何をしなければいけないのか：ｍｕｓｔを確認
南ＮＥＷＳｎｏ ９３ して，勝利への道を指し示すのが指導者，監督・コー

チの役目です。

南はみんなでサッカーを楽しみながら勝つをめざしています。そのために日
々の練習があるのです。土日も，午後練もＧＡＭＢＡっています。
上手い子だけで勝つでもなく，何でも勝てば良いでもありません。

ｂｙ南のアンパンマン

6年生 秋季リーグ 11月11日 ＠愛宕小Ｇ
〇めあて:コーチング、技を使う、フォアチェック
〇南八王子ＳＣ 0― 0アルテ狭間 前半 0-0

トア君とノゾミ君のワンツーからの立ち上がり、ハヤト君の大きなランウィズザボー

ルなどもあり良い感じで試合が進みます。しかし、徐々 にチグハグになって行きます。

後半もペースをつかめず、スコアレスドロー。

ドリブルで仕掛けるシーンは多く見られましたが、ことごとく相手に当てていまし

た。サイドの意識がなく中へ切り込んで行く、中の選手に当てるなど、常に中へ中への

試合展開でした。裏へ意識も少なく、これでは点が取れません。 ディフェンスは固く

失点されるような事はないですが、簡単に勝てて良い試合でした。その中でもハヤト君

は常にサイドの縦への意識があり何度もランウィズザボールで仕掛けていました。リョ

ウタ君は何度か得意のドリブルで何人も交わしてシュートしましたが、今日は得点なら

ず。

代表がわざわざ試合会場まで持ってきてくださったニュースの中村選手の言葉「楽し

く！」の意味を考えてみましょう。なぜ今日の試合は楽しくなかったのかな？来週も試

合です。

全員で戦う喜び、チームが勝つ喜びを味わいたいですね。

ｂｙ清水コーチ
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みんなに確認してほしいこと
今，南でトップのドリブラーは６年生のリョウタ君です。
密集を椅子のかたちで切り抜けていく，マルセイユルーレットで

一瞬に２・３人を置き去りにする，後ろからプレッシャーをかけら
れてもステップオーバーターンでかわして前に出る，渡り廊下での
ドリブルでは並ばれるとストップゴーで引き離す，等々，鮮やかに技を駆使し
て試合を楽しんでいるリョウタ君の姿が目に浮かんできます。相手チームのお
母さん方が「何！あの子！」とびっくりしていたこともあります。
上のテクニカルカードを見てください。リョウタ君はたくさんの技を使って

います。全員がリョウタ君のレベルになれば，淸水コーチのレポートにあるよ
うな「相手にぶつけてしまう」ことはなくなるのです。強いチームになります。
午後練では「足の裏の技を使おう」といつも強調しています。
椅子のかたち・ストップゴー・金田ダンス・マルセイユルーレット・ライト

アングルは必ず身につけてください。サッカーを楽しみたいならＭＵＳＴです。

確認してください。 ｂｙ南のアンパンマン
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